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関西吟詩の会員状況 

昨年度当初会員数       12,266 人 

入会者目標（会員数の 12％）  1,552 人 

2 月末現在入会者数       734 人 

           入会 全会員数 

最大入会者数 華洲会 44 名（406 名） 

入会者数 0 名の会が 60 会  

会の総数       226 会 

目標達成の会     23 会 

鷺長会の昨年度入会者数 8 名は 21 番目 

  各会共厳しい状況にあります。 

 総本部の今期会員数は後日お知らせします。 

                         

                                                        
                                                      

                                                     

                                                     

                                                  

                                                        

◆鷺長会開催 Ｈ30年  ☆鷺長会総会 4/22（日）13～ ｱｲﾐﾃｨ 

☆指導者講習会 4/14（土）13～16 浜松ｱｲﾐﾃｨ ☆昇段試験 4/28(土) 9～12 ｱｲﾐﾃｨ 

☆鷺長会講師会 5/26（土）☆鷺長会吟行 5/27（日)名古屋（ﾄﾖﾀ産業記念館・城・美術館） 

◇各会今後の予定 Ｈ30年 ☆中部地区連協幹事総会 4/21（土) ｳｲﾝｸﾞ愛知 

☆白鷺競吟の集い 4/8(日)尼崎ｴｰﾘｯｸ ☆剣詩舞ｺﾝｸｰﾙ県大会 5/13(日)島田ﾌﾟﾗｻﾞおおるり 

☆吟詠ｺﾝｸｰﾙ県大会 5/20(日) 清水ふれあいﾎｰﾙ ☆総本部代議員総会 6/2(土）大阪 

☆東海地方昇格試験 6/17(日）賀城園（昇格試験終了後・東海地区常任理事会を開催） 

☆ﾎﾟﾘﾄﾞﾙ吟詠会中部地区予選 7/1(日）９～17 ｺﾝｸｰﾙと研修会 浜松地域情報ｾﾝﾀｰ   

☆第 50回浜吟連吟詠大会 7/22（日）Ｕﾎｰﾙ 

☆全国吟詠ｺﾝｸｰﾙ中部地区大会７/16（月・祝）岡崎市せきれいﾎｰﾙ         

☆第 38回浜松市民吟詠会 8/5（日） 曳馬協働ｾﾝﾀｰ予定           164-1/4 

会員状況   3 月末の会員状況がまとまりました。    昨年度は８名の入会でした。 

 浜松支部 35名 曳馬野支部 44名 犬居支部 14名 湖西支部 17名  

和支部 49名 遠江支部 15名 西山支部 12 名 （幼少年を除くと １７８名） 

（合計 187名 内幼少年他 9名）21名減  幼少年が 6名減で一般は 15名減です。 

 (昨年の人数から大幅後退しました。今年度は挽回をしたいですね！)   
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平成二十九年度 東明未来塾が鷺長会 

より五名の参加があり 三回にわたり

吟詠技術・歴史・漢詩等の講義をうけ

終わりに総本部会長より修了証授与 
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て 
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が
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雲 う
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倶 ぐ

た
り 
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の 

曠
劫

こ
う
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亡 ぼ
う

せ
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や
無 な

き
や 

ポリドール吟詠会中部地区予選 参加者募集  多くの参加をお願い致します。 

 此の予選会の大きな目的はｺﾝｸｰﾙ後の研修会で、浜松地区の吟詠のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟです。 

多くのご参加をお願い致します。   場所 浜松地域情報センター 

予選は 日時 平成 30 年 7 月 1 日（日） 予選会参加費 3,000 円（昼食付） 

 特別個人講習は実費 申し込み先は 中部地区事務局 飯田報鷲（FAX 576-1598） 
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☆ 財団 全国吟詠ｺﾝｸｰﾙ静岡県大会出場者   

  （本年 14名 昨年 11名 一昨年 11名） 

一般二部 入賞 鈴木千尋、星川晴美 

一般三部 準優勝 紀野 実知子、三位 森下ふで子 

入賞 柴田みね子､武田年晃､牧田章悟､大石 猛、 

     嶋野美佐子､鈴木通予､中瀬泰明､森谷敏之 

一般四部 優勝 村瀬智恵子 三位 上田九重郎、 

（入賞､はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ順） 
☆ 西部地区大会 奨励賞の受賞者      

 一般一部 水野由章、水野 薫、  

一般二部 芳賀恵子、太田士郎  一般三部 杉本嗣夫、 

5/20（日）静岡市清水ふれあいホール 
 中部地区ｺﾝｸｰﾙ出場を目指しましょう！！ 
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「むめ一輪ーりんほどのあたたかさ」について考える  遠江支部金原修潜 

上記はご存知、松尾芭蕉の高弟「服部嵐雪」の句です。花は清楚で気品があり、香り

も清々しく寒気を侵して百花に先んじて花を開くところから、古来多くの文人に愛さ

れてきました。「梅咲きぬ どれが梅（むめ）やら梅（うめ）じゃやら」。

こちらもご存知「与謝蕪村」の句です。この2 句をご紹介したのは、今回「梅
むめ

」の 

読み方について考えてみたいと思いました。 

「梅
う め

」の学名は「PLUNUS-MUME」と言い、言語学者の説によると、読み方

は古代「うめ」→中世「むめ」→現代「うめ」と変遷してきたとのこと。 

夫々の 時代の名句をご紹介すると 、古代は・菅原道真の「東 風 吹か ば 

匂いおこせよ梅の花 主 なしとて 春な忘れそ」中世になると標記の 

「むめ一輪・ーりんほどの・あたたかさ」で、現代は夏目漱石の  

「あざやかに・ーりんづ つのうめの花」と、変遷して来ているとのこと。諸説ある

ようですが、明治になり「正岡子規」との親交が深く「漱石」という俳号を持つ夏

目漱石が「梅
うめ

」と詠み、以後「うめ」が定着した、と言われています。2 月 5日浜松市地

域情報センターで「浜松地区吟詠研究会」・「講演と吟詠研修会」が開催され、勉

強のため参加させて頂きました。 

第四部に吟詠講習「俳句の吟法と吟詠」がありました。題目は9 句あり、夫々「吟

法と吟詠」について模範吟による指導がありましたが時間の関係で、標題の嵐雪の

「むめ一輪．．．」の句の前で打ち切られました。 

俳句は、作者の「文
ふみ

言
こと

葉
ば

（作者の書いた字句どおりに掲載されるものと思って 

おりましたところ、配布された資料は 「梅一輪 一輪ほどの 暖かさ」 

となっており、びっくりしました。 

質問して見解を伺い・ご指導を頂きたいと思いましたが、時間がなく質問も出来

ず残念な想いをしました。 

帰宅後早速、横田正知編「写真・俳句歳時記・春」を確認してみるとやはり「むめ一輪ーりん

ほどのあたたかさ」でした。また、後日立ち寄った書店で、飯田蛇笏.水原秋櫻子編の平凡社「俳句歳

時記・春」 他を確認すると、標記の「むめ一輪 ．．．」の句のとおりでした。 

この投稿は「むめ」なのか、「うめ」なのかを云々するものではありません。殊・俳句については、思

いを込めた作者の一字一句の「文言葉」は尊重されるのが  望ましいのでは」という個人的見解を

述べさせて頂いたものです。 

この拙文をご覧いただきました方で、嵐雪の「むめ一輪 ーりんほどの あたたかさ」

に関するご見解・ご指導を頂けると大変有難いです。 

 

 

164-3/5 

-2－2 

 

梅の花   

 

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日詰 

 

四
月
会
員
漢
詩 

 
 

庚
韻 

惜
春 

 
 
 
 

嶋
野
美
佐
子 

 
 

檐 

頭 

雙 
燕 

育 

雛 

聲 

影 

緑 

竹 

陰 
旅 

思 

驚 

何 

処 

東 

君 
留 
不 

得 

落 

花 

悵 

望 

惜 
春 

情 

 

檐 え
ん

頭 と
う

の
雙 そ

う

燕 え
ん 

育 い
く

雛 す
う

聲 せ
い 

影 か
げ

緑
み
ど
り

に
し
て
竹 ち

く

陰 い
ん 

旅 り
ょ

思 し

驚
お
ど
ろ

く 

何
い
ず
れ

の
処

と
こ
ろ

ぞ 

東 と
う

君 く
ん 

留 と
ど

め
得 え

ず 

落 ら
っ

花 か 

悵
ち
ょ
う

望 ぼ
う 

惜 せ
き

春
し
ゅ
ん

の

情
じ
ょ
う 

 

檐
頭

え
ん
と
う 

の
き
先 さ

き 

東 と
う

君 く
ん 

春 は
る

の
女
神

め
が
み 

悵
ち
ょ
う

望 ぼ
う 

悲 か
な

し
げ
に
遥 は

る

か
遠 と

お

く
を
眺 な

が

め
る 

  

 

 井伊谷宮の池に花びらを 

  散らしていました。 

   今年の桜 3/29 
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  都田川沿いで数人の方が 桜を 

  カメラに収めておりました 3/28 

 

龍潭寺仁王門の桜 2018-3 
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龍潭寺（井伊谷）2018-3-29 

  今年は静かです 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は会員が大分減少してしまいました。会報を通じて多くの皆様に詩吟の良さを伝えて行く事が

会員数の回復にもつながる思いで進めて行きたいと思います。広報の仕事は多くの皆様に詩吟を知

って頂き、会の中のｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝを図ることです。本年度もご協力を宜しくお願い致します。 

  

論語十二か月－８  安岡正篤先生のお孫さん安岡定子さんの「こども論語塾」 

を前回紹介しました。論語の持つ貴重な教えを判り易く、実際の例で説明されるので 

是非一度お聞きいただきたいと思います。（そんな時間を作りたいと思います） 

子曰わく、君子は言
ことば

に訥
とつ

にして、行いに敏
びん

ならんと欲す。（里仁第四） 

先師
せ ん し

が言われた。｢君子は、たとえ口は重くても、行いはキビキビしようと思うものだよ」 

子曰わく、徳
とく

は孤
こ

ならず、必
かなら

ず隣
となり

有り。（里仁第四） 

先師が言われた。｢報いを求めず陰徳
いんとく

を積んでいる者は、決して一人ぼっちではない。必

ず思わぬところにこれを知る者がいるものだ｣ 

子游
し ゆ う

曰く、君に事に 数
しばしば

すれば、斯
ここ

に 辱
はずかし

めらる。朋友に 数
しばしば

すれば、斯に疎
うと

んぜらる。 

子游が言った。「君に仕
つか

えてあまりにもしばしば諫
いさ

めると、かえって 辱
はずかし

められるように

なる。友達に対してしつこく忠告すると嫌われ、うとんぜられるようになるものだ」 

子、子
し

賤
せん

を謂う、君子なるかな、 若
かくのごと

き人。魯
ろ

に君子者
くんししゃ

無くんば、斯
こ

れくにか 

先師が子賤
し せ ん

を批評して言われた。こう言う人が本当の君子だねえ。魯のどこかに成徳
せいとく

の 

立派な人物がいなければ、どうしてこのような立派な人物となり得たであろうか」 

子曰わく、吾未だ剛
ごう

なる者を見ず。或ひと対えて曰く、申棖
しんとう

と。子曰わく、棖
とう

や慾
よく

あり 

焉
いずく

んぞ剛
ごう

なるを得ん。（公冶長第五） 

先師が言われた。｢私はまだ本当に剛
つよ

い人に会ったことがない」ある人がこれに対して 

「申棖
しんとう

がいるではありませんか」といった。先師が言われた。「棖は慾が深い。どうして

本当に剛い人と言えようか」 

(発行責任者) 公益社団法人関西吟詩文化協会 浜松鷺長会 会長 飯田報信 事務局長 森下報薫  

         広報委員 沢木洋伸、鈴木修榮、飯田報峡 金原修潜、小倉玲祥、水野 薫 164－5／5 
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鷺長会春季練成大会結果  3/4（日）可美公園総合ｾﾝﾀｰ 

       優勝     二位      三位     

 新人   中村正司(曳) 井川まゆみ(湖) 朝倉道子(曳) 

 初段   渥美一義(西) 才野佐登子(湖) 早澤亨司(曳) 

 二段   太田士郎(和) 丸井光枝(浜)  大田雅代(和) 

 三段   佐原早苗(湖)  水上節子(和)  篠原和子(西)  

入賞 山田美智代(湖) 

 4～６段 大羽千波(曳)  鈴木惇子(湖)  芳賀恵子(遠)  

入賞 山本佳津江(遠) 辻 多喜子(和)         

 上級   牧田章悟(西) 伊代田政人(浜) 中瀬涼泰(浜) 入賞 武田年晃(遠) 

 

 
  可美公園総合ｾﾝﾀｰの舞台 

    


